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１．各文の内容が示す用語として適切なものを，下の語群から選びなさい。
①ユダヤ教において信仰されている，唯一絶対の神
②ユダヤ教における神との契約。宗教上・生活上のおきてのこと
③全能で父のように慈愛に満ちた神が，惜しみなくすべての者に無差別に与える愛のこと
④神の愛を信じて神を愛し，すべての人を仲間として愛すること
⑤キリスト教における，人間がもつ根源的な罪
⑥イスラームにより信仰されている唯一神
⑦イスラームにおける最大にして最後の預言者
⑧イスラームの経典に記された，信仰内容や信者の勤め
⑨ブッダが悟った真理。あらゆるものは互いに依存しあって生起しており，それ自体で孤立して存在するものはないということ
⑩すべての命あるものをいつくしみ哀れむ心
（語群）縁起の法　アッラー　六信五行　律法　隣人愛　原罪　ムハンマド
ヤハウェ　慈悲　アガペー



２．各文の内容が正しい場合は○を，誤っている場合は×を（　　）に記入しなさい。
①ユダヤ教においては，神との契約を守ることができない人々は罪人として蔑視されていた。 
②ユダヤ教には，この世の終わりには神がすべての人々を救うという終末観がある。
③イエスの処刑は贖罪の死であるとされ，イエスを救世主とする原始キリスト教が生まれた。
④アッラーの啓示をあらわしたものが，『旧約聖書』と『新約聖書』である。これらをまとめて『クルアーン』という。
⑤ブッダは，苦から逃れ，悟りを得るためには正しい修業をおこなわなくてはならないと説いた。
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